
JP 2012-5895 A5 2012.2.23

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年2月23日(2012.2.23)

【公開番号】特開2012-5895(P2012-5895A)
【公開日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2011-223943(P2011-223943)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   5/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月16日(2011.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　尿失禁治療のための装置（１００）であって、
　中心軸（１５０）上に位置するノード（１０８）と、
　前記ノードに取り付けられ、尿道支持を提供するよう構成される、放射アームとして機
能する少なくとも２つの支持アーム（１１４）を有するサポート部（１１０）と、
　前記ノードに取り付けられ、前記装置の動きに抵抗するよう構成される、少なくとも２
つの固着アーム（１１２）を有する固着部（１０６）と、
　を備え、
　前記ノード（１０８）、前記サポート部（１１０）及び前記固着部（１０６）が、単一
のボディ構造からなることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの固着アームが、前記中心軸と実質的に垂直に交わることを特徴と
する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記支持アームおよび固着アームを含む複数のアームの少なくとも一つが真っすぐでな
いことを特徴とする、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記支持アームの少なくとも一つが曲がっていることを特徴とする、請求項３に記載の
装置。
【請求項５】
　前記支持アームの少なくとも一つが、前記中心軸の方へ内側に向かう先端を有すること
を特徴とする、請求項１から４の何れか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記支持アームの少なくとも一つが、前記中心軸から離れて延びる先端を有することを
特徴とする、請求項１から５の何れか一項に記載の装置。
【請求項７】
　カバーをさらに備えることを特徴とする、請求項１から６の何れか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記カバーにデバイス排除器が取り付けられることを特徴とする、請求項７に記載の装
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置。
【請求項９】
　前記支持アームの少なくとも一つにデバイス排除器が取り付けられることを特徴とする
、請求項１から７の何れか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記支持アームおよび固着アームを含む複数のアームの少なくとも一つの先端にはパッ
ドが設けられていることを特徴とする、請求項１から９の何れか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ノードには、内部構造が設けられていることを特徴とする、請求項１から１０の何
れか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記内部構造は、ワイヤーまたはバネの少なくともいずれか一方であることを特徴とす
る、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　アプリケータをさらに備えることを特徴とする、請求項１から１２の何れか一項に記載
の装置。
【請求項１４】
　尿失禁治療のための装置（１００）であって、
　中心軸（１５０）上に位置するノード（１０８）と、
　前記ノードに取り付けられ、尿道支持を提供するよう構成される、放射アームとして機
能する少なくとも２つの支持アーム（１１４）を有するサポート部（１１０）と、
　前記ノードに取り付けられた固着部と、
　前記ノード、サポート部、および固着部を実質的に封入するカバーと、を備え、
　前記装置は、自然な膣分泌物に透過性を有することを特徴とする装置。
【請求項１５】
　前記カバーはメッシュであることを特徴とする、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記カバーまたは前記サポート部の少なくともいずれか一方に取り付けられるデバイス
排除器をさらに備えることを特徴とする、請求項１４または１５に記載の装置。
【請求項１７】
　尿失禁治療のための装置（１００）であって、
　中心軸（１５０）上に位置するノード（１０８）と、
　前記ノードに取り付けられ、尿道支持を提供するよう構成される、放射アームとして機
能する少なくとも２つの支持アーム（１１４）を有するサポート部（１１０）と、
　前記ノードに取り付けられた固着部と、
　前記少なくとも２つの支持アームを前記中心軸に向かって折り畳むよう構成されるデバ
イス排除と、を備えることを特徴とする装置。
【請求項１８】
　前記デバイス排除器は、前記サポート部に取り付けられることを特徴とする、請求項１
７に記載の装置。
【請求項１９】
　カバーをさらに備えることを特徴とする、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記デバイス排除器は、前記カバーに取り付けられることを特徴とする、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２１】
　尿失禁治療のための装置（１００）であって、
　中心軸（１５０）上に位置するノード（１０８）と、
　前記ノードに取り付けられ、尿道支持を提供するよう構成される、放射アームとして機
能する少なくとも２つの支持アーム（１１４）を有するサポート部（１１０）と、
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　前記ノードに取り付けられた固着部と、
　を備え、
　前記尿道支持は、前記少なくとも２つの支持アームの前記中心軸に対する角度を変更す
ることにより可変であることを特徴とする装置。
【請求項２２】
　前記支持アームの少なくとも一つは、片持ち構造であることを特徴とする、請求項２１
に記載の装置。
【請求項２３】
　前記支持アームの少なくとも一つは、他の支持アームと異なる弾力性および剛性を備え
ることを特徴とする、請求項２１または２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記角度は、挿入体によって変更されることを特徴とする、請求項２１から２３のいず
れか一項に記載の装置。
【請求項２５】
　前記角度は、前記装置の位置が定まることにより、前記装置が配置される膣の内部形状
によって変更されることを特徴とする、請求項２１から２３のいずれか一項に記載の装置
。
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